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〔
告

示
〕

〇
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に

関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

（
法
務
一
一
一
）

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
同
一
一
二
）

〇
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対

す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
別
表

第
一
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

指
定
す
る
地
域
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
厚
生
労
働
一
九
八
）

〇
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
第
四
十

八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
認
定

を
受
け
た
講
習
の
実
施
機
関
の
所
在
地
を

変
更
し
た
件
（
同
一
九
九
）

〇
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
第
四
十

八
条
の
十
七
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号

の
規
定
に
基
づ
く
指
定
を
受
け
た
講
習
の

実
施
機
関
の
所
在
地
を
変
更
し
た
件

（
同
二
〇
〇
）

〇
平
成
八
年
厚
生
省
告
示
第
八
十
七
号
の
一

部
を
改
正
す
る
件
（
同
二
〇
一
）

〇
種
苗
法
第
四
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
規

定
に
基
づ
き
品
種
登
録
を
取
り
消
し
た
件

（
農
林
水
産
七
五
六
〜
七
五
九
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件
（
同
七
六
〇
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
件

（
同
七
六
一
〜
七
六
九
）

〇
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制

に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
第
一
種
使
用
規
程
の
承
認

を
し
た
件
（
農
林
水
産
・
環
境
三
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
国
土
交
通
五
八
三
、
五
八
四
）

〇
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
三
に
基
づ
く

指
定
医
療
機
関
に
関
す
る
告
示

（
九
州
厚
生
局
一
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
北
海
道
開
発
局
六
八
〜
七
一
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

内
閣
府

栃
木
県

長
野
県

大
阪

府

愛
媛
県

〔
官
庁
報
告
〕

労

働

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法

第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
関
係
労
働
者
を
代

表
す
る
者
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

最
低
工
賃
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
山
梨
労
働
局
最
低
工
賃
公
示
一
）

〔
地
方
自
治
事
項
〕

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁埼

玉
北
部
土
地
改
良
区
連
合
役
員
の
退

任
、
建
設
業
の
営
業
の
停
止
命
令
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

会
社
そ
の
他
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